


 我が国水関連企業は、海水淡水化等に用いる水処理膜や水処理関連システム、産業用途向け
の超純水製造装置、耐震・漏水防止技術など、高度な水処理機器・技術を有する。 

水処理膜やシステムの優位性 

日本企業の強み・日本製の特長 

省エネルギー 

省スペース 

環境負荷低減 

高透水性 

高耐久性 

耐汚染性 

良好なコストパフォーマンスにより 
高品質な水を提供 



 LCCとは、設備費等（CAPEX）＋運転・維持（O&M）費（OPEX）の運転期間（例えば２０年間）中の
総費用の合計額。 

  LCC評価のメリット 
 イニシャルコスト比較の評価のみでは、判明しない全運転中の費用を評価できる（維持費の

中に将来の修繕・修理、トラブル可能性費用等を適切に盛り込むことにより、思わぬ出費を
防止）。 

 LCC評価により、将来投資計画の策定、安定的な利益確保等が可能。 

ライフサイクルコスト（LCC）評価 

OPEX 

CAPEX 
・設備費（設計・製作）、 
・土建・据付け工事費、 
・試運転費  
：いわゆるEPC関連費用 

・運転費（労務費、電力・燃
料、排水処理費等）、 
・維持費（点検費、修繕・修
理費、交換部材（膜等）費）、 
・撤去費又は設備更新（リプ
レース）費 

ＬＣＣ評価項目 

１０年 ２０年 ０ 

ＬＣＣ経年イメージ 
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